
‘
大
ロ
あ
け
て
（
嘉
小
）
 

●
さ
ま
に
な
っ
て
る
走
り
（川
児
）
 

ト
走
る
姿
は
子
供
が
本
気
？
・
（
喜
小）
 

⑦ 金木だより川川川III 

▲力をふりしぼって（喜小） 
	

▲嘉瀬は雨？（嘉小） 

▲もってるのはしゃもじです（喜小） 
	

▲応援にも熱がはいる（金小） 



第 S回県下小・中学生あおもり版画まつり

金 賞 

喜良市小学校 2年（当時） 今 

第17回弘前さくらまつり少年相撲大会

個人 4 年の部1位 

金木小学校 4 年 自 川 元 寛 

第 5回県下小・中学生あおもり版画まつり

銀 賞 

第17回弘前さくらまつり少年相撲大会

個人 4 年の部 2位 

~喜良市小 5 年（当時）阿 部 美智子 嘉瀬小学校 4 年 小 松 大 也 川倉小学校 I 年（当時） 成 田 惑 子 

第17回弘前さくらまつり少年相撲大会

個人 6年の部1位 

第 5回県下小・中学生あおもり版画まつり

人 選 

金木小学校 6 年 中 村 公 哉 喜良市小学校 I年（当時） 今 昭 人 川倉小学校 5年（当時）浅 利 寿美子 ~ 

第 S回県下小・中学生あおもり版画まつり

人 選 

第 S回県ド小・中学生あおもり版両まつり

人 選 

川倉小学校 3年（当時）成 田 静 哉 

第 5回県ド小・中学生あおもり販両まつり

入 選 

第 5回県下小・中学生あおもり版画まつり

入 選 

喜良市小学校 4 年（当時） 桑 川 貴 幸~ 喜良市小学校 6年（当時） 桑 



最
近
、
道
端
に
た
く
さ
ん
の
新

聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
を
山
積
み

に
し
て
、
町
内
会
な
ど
の
人
々
が
、
 

古
紙
回
収
業
者
に
引
き
渡
し
て
い

る
光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
増
え

ま
し
た
。
こ
れ
が
集
団
回
収
で
す
。
 

集
団
回
収
は
、
次
の
よ
う
な
や
り

方
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

①
回
収
業
者
と
町
内
会
や
子
供
会

な
ど
が
相
談
す
る
。
 

②
回
収
の
日
時
と
場
所
を
決
め
、
 

住
民
に
呼
び
か
け
る
 

③
地
域
住
民
の
協
力
で
、
効
率
よ
 

く
回
収
す
る
 

一
方
、
町
内
会
や
子
供
会
な
ど

で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
や
ご
み

減
量
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
収

益
金
が
得
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
リ
ま
す
。
 

時
間

と
手

問
を

省
く
 

業
者
が

一
軒
一
軒
の
家
庭
を
回

っ
て
集
め
て
い
る
の
で
は
、
時
間

や
手
間
が
か
か
リ
、
回
収
費
用
が

高
く
つ
き
ま
す
。
し
か
し
、
集
団

回
収
な
ら
ば
、
決
ま
っ
た
日
に
業
 

者
が
行
け
ば
い
い
・
の
です
。
 

業
者
と
地
城
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
 

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
ス
ム
ー
 

ズ
に
古
紙
を
回
収
で
き
る
集
団
回

収
ー
家

の
中
も
整
理
が
行
き
届

き
ま
す
。
 

地
域
ぐ
る
み
で
集
団
回
収
を
 

⑨ 金木だより川川“川川II・ 

新
聞
と
雑
誌
は
 

家
庭
の
中
を
、
 
．度
ぐ
る
っ
と
見

回
し
て
く
だ
さ
い
。
新
聞
、
雑
誌
を

は
じ
め
靴
ゃ
ワ
イ
シ
ャ
ッ
、
洗
剤
な

ど
の
箱
、
段
ポ

ー
ル
箱
な
ど
が
H
に

つ
く
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
が
い
ら
な
く
な
っ
た
と
き

に
、
ご
み
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
の

で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
に
な
り
ま

せ
ん
。
家
庭
内
で
集
め
て
、
チ
リ
紙

交
換
や
集
団
回
収
な
ど
に
畠
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
最
も

大
切
な
こ
と
は
、
古
紙
を
分
別
す
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
禁
忌
品
と
呼
ば

れ
る
ビ
ニ
ー
ル
や
ゴ
ム
、
布
類
な
ど
．
 

紙
の
原
料
に
な
ら
な
か
っ
た
り
、
紙

を
作
る
う
え
で
垂
大
な
障
害
を
起
こ

し
た
り
す
る
も
の
は
、
絶
対
に
入
れ

な
い
こ
と
で
す
。
で
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
分
別
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
 

質
の
よ
い

再
生
紙

の
た
め
に
 

ま
ず
お
願
い
し
た
い
の
は
、
必
ず

新
聞
と
雑
誌
に
分
け
る
こ
と
で
す
。
 

「似
た
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
分
け

る
必
要
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思

わ
れ
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
こ

の
二
つ
の
紙
質
は
、
「似
て
非
な
る
も

の
」
な
の
で
す
。
こ
の
二
つ
が
混
ざ

っ
て
い
る
と
、
質
の
よ
い
再
生
紙
が
 

分
け
て
回
収
に
 

で
き
ま
せ
ん
。
 

菓
子
箱
ゃ
ワ
ィ
シ
ャ
ツ
箱
な
ど
の

紙
箱
は
、
平
た
く
伸
ば
し
て
ま
と
め

て
分
別
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
牛
乳

パ
ッ
ク
は

一
部
の
製
紙
メ
ー
カ
ー
で

再
生
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

牛
乳
パ
ッ
ク
だ
け
を
分
別
回
収
し
、
 

新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
占
紙
の
中
に
は

絶
対
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

身
近
な

紙
製
品
に

再
利

用
 

こ
う
し
て
分
別
さ
れ
た
古
紙
は
、
 
 

回
収
さ
れ
て
再
び
紙
に
な
り
ま
す
。
 

で
は
、
実
際
ど
の
よ
う
な
形
で
、
わ

た
し
た
ち
の
生
活
に
戻
っ
て
く
る
の

か
ご
存
じ
で
す
か
。
新
聞
や
雑
誌
は

も
ち
ろ
ん
、
ト
イ
レ
ツ
ト
ペ
ー
パ

ー
 

や
チ
リ
紙
、
絵
本
、
ア
ル
バ
ム
、
紙

テ
ー
プ
な
ど
に
は
、
ほ
と
ん
ど
古
紙

が
入
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
せ
っ
か
く
古
紙
を
分
別
回

収
し
て
も
、
そ
れ
が
紙
の
原
料
と
し

て
使
わ
れ
な
1
1れ
ば
、
結
局
ご
み
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
古

紙
の
分
別
と
あ
わ
せ
て
再
生
紙
を
、
 

家
庭
の
中
で
も
積
極
的
に
使
用
し
て

い
く
こ
と
が
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
る
う
え
で
最
も
重
要
な
こ
と
な
 
 

の
で
す
。
 

一
年
間
の

新
聞
は
木
一
本

分
 

「
一
家
庭
か
ら
回
収
さ
れ
た
古
紙

が
、
ど
の
程
度
省
資
源
に
役
立
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
も
つ

方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
 

地
域
に
よ
っ
て
も
遠
い
ま
す
が
、
 

一
家
庭
当
た
り
の
．
年
分
の
新
聞
が
、
 

直
径
十
四
セ
ン
チ
高
さ
八
メ
ー
ト
ル

の
立
木
約
．
本
に
相
当
す
る
と
い
つ

た
ら
驚
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
 

各
家
庭
で
，
個
人
個
人
が
古
紙
の

再
生
利
用
の
意
義
を
兄
直
し
、
紙
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
 

ょ
・
フ
。
 

紙のリサイクLki 
紙ごみを減らし 

資源の有効利用を 

家庭編 
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「目で見る県政バス」 

参 加 者 募 集 
「あなたも県政の勉強をしてみませ 
んカ、ノ」 

県で1ま、県政に対する理解を深め 
ていただくために、今年も 「目でみ 
る県政バス」 を実施いたします。 

一つきましては、参加者を募集いた 
しますのでご希望の方は応募要領の 
とおりお申し込みください。 
1‘開催日 
平成 2 年 7 月13日 （金曜日） 

2 ．募集対象者 
西津軽郡、北津軽郡及び五所川原 
市に在住シ7)20歳以上の方々 

3, 募集人員 
45名（う、」着順） 

4 ．見学施設 
①産業技術開発センター 

（青森市） 
②総合社会教育センター 

（青森市） 
③下湯ダム（青森市） 

5 ．参加費用 
無料・（昼食付） 

6‘乗車場所 
①中里町中央公民館 
②金木田丁中央公民館 
③五所川原駅前 

7 ．応募要領 
往復はがきの往信に 
①住所（郵便番号） 
②氏名 
③性別 
④年齢 
⑤職業 
⑥電話番号 
⑦乗車場所 
を、返信に宛名を記入の上、次の 
ところにお送り ください。 

8.i苦イ寸先 
〒 030 青森市長島 1丁目1-1 
青森県広報広聴課県政バス係 

(TELo177-22-1111 内線2208) 
9 ．応募締切 
平成 2 年 6 月30日 （土） 

（当日‘必着） 

警 察 官 

募 集 中 
青森県人事委員会及び青森県警祭

本部では、警察官（大学卒）の採用
言式験を行ないます。 
受験資格や試験日程等については

次のとおりで’す。 

1 ，申込み期間 
平成 2 年 7 月 2 日まで’ 

2 ．採用予定人員 
約18人 

3 ．受験資格 
昭和38年 4 月 2 日から昭和44年 

4 月 1 日までに生まれた男子で× 
学校教育法による大学の学部を卒 
業した者又は平成 3 年 3 月31日ま 

でに卒業する見込みのもの（人事 
委員会が同等の資格があると認め 

る者を含む） 
4‘試験日程 

(1） 第 1次試験 
平成 2 年 7 月29日 
（青森商業高等学校） 

(2） 第 2 次試験 
平成 2 年 9 月 5 日 
（青森県警察本部） 

詳しくは金木警察署（53-2117) 
又は最寄りの派出所・駐在所までお 
問い合わせください。 

なお、警視庁、神奈川県、千・葉県、 
埼玉県及び静岡県の警察官を；き（望す 
る人も同時に受験できます。 

ピンときたら 

力シヤ 
第22回かんIず資金まちづく リ 

亡写真コンクール 

☆テーマ 
簡易保険・垂倒更年金資金の融資で’ 

つく られーた施設及び簡易保険・郵便
年金加入者福祉施設を題材とした作 
口 
ロロ 

（但」）新幹線、地下鉄、学校、公営 
住宅、市町村庁舎、高速道路など 
※具体的な施設名は、郵便局におた 
ずねください。 
☆応募期問 
平成 2 年 7 月31日まで’ 

☆作品の応募先 
お近くの郵便局 

☆発表 
平成 2 年 9 月下旬（予定） 

―般の部 
＠作品の大きさ 

四ツ切判又はキャビネ判 
（カラー・白黒） 

⑨賞 
0郵政大臣賞（全国で 2 点） 

賞金50,000円、賞」I犬、副賞 
0簡易保険局長賞（全国で 4 点） 

賞金30,000円、賞状、副賞 
0簡保資金振興センター理事長賞 

（全国で10点） 

賞金15,000円、賞状、副賞 
0東北郵政局長賞（ 2 点） 

賞金10,000円、賞状、副賞 
くフ佳作（全国ど 100点程度） 

賞金 5,000円、賞状、副賞 
0努力賞（東北で80点程度）賞品 
0参加賞（応募者全員） 

小学生・中学生の部 
＠作品の大きさ 

キャビネ判」三上下（カラー・白黒） 

@）賞 
小学生の部・中学生の部そ才Lぞれ一 
0郵政大臣賞（全国で 2 点） 

図書券（10,000円木目当） 
賞状、副賞 

0簡易保険局長賞（全国で4 点） 
図書券（ 8,000円木目当） 
賞状、副賞 

0簡保資金振興センター理事長賞 
（全国で10点） 
図書券（ 6,000F3*目当） 
賞状、副賞 

0東北郵政局長賞（ 2 点） 
図書券（ 5,000円相当） 
賞状、副賞 

0佳作（全国で50点程度） 
図書券（ 2,000円木目当） 
賞状、副賞 

0努力賞（東北で30点程度）賞品 
0参加賞（応募者全貝） 

☆応募のきまり 
・未発表の作品でプライパシーの侵
害にならないものとしてください。 
‘応募票を作品裏に貼りイ寸けてくプご
さい。 

・作品は 1枚ものとし、何点でも応

募できます。 
・作品は原則としてお返ししません。 
・入賞作品については、別途ネガの
提出をお願いします。 
・著作権は主催者側に移ります。 
・作品は単写真とします。 
（組写真不可） 

税の何でも

相 
市lI -業者、一I投住民の皆さん、税

に関する悩みや疑問がありましたら
ぜひ 『税の何で’も相談』 を御利用下
さい。 

たとえば、土地・建物の譲渡、市目
続、贈与や消費税に関すること、そ
の他記帳や経営など税のことならな
んでも結構です。 私共で委嘱してい
る税理士が担当し相談は無料です。 
お気軽にこ才目談下さい。 
◆と き 7 月 3 日13 : 30-15 : 30 
◆ところ 金木町商工会 

(6 月30日までに商工会へお申し
込みください） 

◆と き 7 月26日 l0: 30-12 : 00 
◆ところ 金木町社会福祉協議会 

(7 月24日までに社会福市止協議会 
へお申し込みください） 

忘れていませんか．ノシートベルト 
あなたのためですシートベルト 

運転者のベテランであり、安全運転をしていても、飲酒運転や居眠り運転などのドライバーがい

つ飛び込んでくるかも知れません。そんな時あなたを守ってくれるのがシートベルトです。運転す

るときは必ず正しく着用しましょう。正しくしめたシートベルトは体重の50倍位の衝撃に耐え、も

しもの時まさしくあなたの命綱となります。 
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⑩ 金木だより田川冊 liii Ii 

6 月の納税

町県民 税 

第 1 期 

⑥国勢調査にご協力を 
お願いいたLます⑥ 

10月 1 日、全国ー斉に国勢調査が
行われます。 
この調査は、大正9年から 5年こ’ 

とに行われ、15回目に当たる今回は、 
特に21世謙己の日本を考える基礎づく
り という重要な意味があります。 

調査結果は、国や都道府二県・市区
町村が、 これからの行政を考えてし、 

く大切な資料となり、わたしたちの
暮らしのさまざまな分野で生かされー 
ていきます。 
赤ちゃんからお年寄りまで、 日本

に住んでいるすべての方が調査の対
象となります。 9 月下旬に也：帯ごと
に調査票を配刊一します。 アパートな
どに一人暮らしの方、下宿している
方は、未成年でも学生でも、i旦：帯主
としてご記入ください。 
調査票にある質問は22項目。お答

えいただいた内容を統計以外の目的
に使用することは、法律で固く禁じ
られています。 ご安心のうえ、あり
のままをご記入ください。 調査票は
後日、調査員が集めにうかがいます。 
外出がちな方は家にいらっしゃる日
をお伝えください。 皆さんのご協力
をお願いいたします。 

計量器（はかり） 

の定期検査 
日頃、J[)占や病院・農業経営など

で、商売上計量器を使用している方
は 3年に 1回の定期検査が義務イ寸け
られています。 
該当者は下記の要領で必ず検査を

受けるようにして下さい。 
1‘検査当日は印鑑・検査料・をこ月寺

参下さい。 
2 ．検査を受けない計量器は、使月1 

することが出来なくなります。 
3 ．下記の実施期日に検査を受けら
才しない方は、f也の実施場所でも受
けられます。 

4 ．期間中に検査を受けないと県計
量検定所（青森市）で受けなけれ
ばなりません。 

※尚、12時から13時までは休憩時間
とさせていたプごきます。 

詳しくは田丁商工観光課へお間い合
わせください。 
電話53- 2111 内線238・229 

検査地区 

 

実 施 期 日 実 施 場 所 

 

川倉・藤枝 

 

7月16日月 
11:00-14:00 

金木農業協同組合川倉支所 

 

喜 良 市 

 

7月17日関 
11:00-14:00 

金木農業協同組合 
喜良市支所 

 

中柏木‘嘉瀬 

 

7月10日困 
11:00-14:00 

嘉 瀬 公 民 館 

 

金木・蒔田

神原他全地区 

 

7月19日困 
1O 】 30-14 :00 
7 月20日圏 

金木町自然休養 

村管理センター 

 

     

税 務 職 員 

（税務大学校学生） 

募 	集 

 

人事院・国税庁では、税務職員税 
務大学校学唯三を募集しています。 

税務職員は、国家公務員採用皿電重 
試験（税務）に合格した人の中から 
採用されます。 
0受験資格 

昭和45年 4 月 2 日から昭和48年 
4 月 1 日まで’に生まれた人 

0試験の程度 
高校竿二業程度  

0受験申込受付期間 
平成二 2年 7 月 4 日 （水）から月z 

」戊 2年 7 月11日 （水） まで、 
〇受験申込先 

希望する受験地の人事院地方事 
務局へ 

0試験日と試験内容 
平成 2年 9 月30日 （日） 
第ー次試験（教養試験、適性試 

験、作文試験） 
平成 2年11月 7 日 （水）から11 

月20日 （火） までの間の1 日 
第二次試験（人物試験、身体検 

査） 
0合格者発表 

第 次試験合格者発表は11月 2 
日 （金） 
最終合格者発表は12月14日（金） 

なお詳しいことについては、仙台 
国税局人事二課、各税務署総務課に 
お尋ねください。 

国 民 年 金 

情 	報 
☆老齢福も上年金を受けとったら国民

年金証書を提出しましょう☆
老齢福t止年金をうけている人は、 

8 月期分の支払いを受けたら 「国民
年金証書」 を役場に提出してくださ
し、。 

これは、老齢福祉年金の受給者本
人、配偶者、扶養義務者の前年の所
得などを調査し、引き統き年金が受
けられるかどうかを決定して国民年
金証書に金額を記入するためのもの

です。 
もし、国民年金証書を提出しませ

んと、次回の年金支払い日に年金を
受けとれないことになりますので、 
ご注意くノごさい。 

また、老齢福t止年金は、全額が国
の負担により支給される年金である
ため、受給者本人が恩給や厚生年金
などのー般の公的年金を受けはじめ
たり、一定額以上の所得がある人は
支給を制限されることがあります。 
詳しいことは、役場町民課国民年

金の係でおたずねく ださい。 

企業の倒産を未然にふせぎ社会混
乱を防ぐため、商工調停士、税理士
が経営安定について、特別相談に応
じております。 

たとえ‘ボ 
☆ 取引先が倒産して経営に大き

くひひ’いている。 
☆ 仕事の受注量が減ってきた。 
不振の状態が長引きそうだ。 

☆ 融資をあおいで経営不振を切
りぬけたい。 

☆ 赤字が少しも解消されない。 
」思い七りった改善策を考えたい。 

※相談者は早めに、地元商工会を
通して青森県商工会連合会広域指
導センター木造支所へお申し込み
下さい。 
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『動惇について』 

内科医員 長谷川 直哉 

よ う き 

庸 揮ちゃん 
5 月16日生まれ 

体重 3,042 g 

喜良市上派立 

桑田哲明さんの長男 

ま 	や 

真 冶ちゃん 
4 月26日生まれ 

体重 2,860 g 

藤枝 

鳴海寛さんの長女 
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